
神戸市道路掘削及び路面復旧工事仕様書 

 

令和 8 年４月１日適用 

 

第一章 総則 

 

（目的） 

第１条 本仕様書は、道路占用許可等に基づき、地下埋設物の新設、移設、増設、

修繕または廃止に伴う道路の掘削工事（埋戻し及び仮復旧を含む）及び路面復

旧工事を実施する際に、施工上遵守すべき事項を定めることにより、工事の安

全かつ円滑な遂行を図ることを目的とする。 

 

（用語の定義） 

第２条 本仕様書における用語の定義は、次のとおりとする。 

（１）道路占用許可等 

道路法第３２条（道路の占用の許可）の規定による許可、同法第３５条（国

等の行う道路の占用の特例）の規定による協議による同意 

（２）許可条件等 

道路占用許可に付された条件及び指示・命令 

（３）掘削工事 

前号に基づく道路の掘削工事 

（４）路面復旧工事 

掘削工事により生じた掘削跡の復旧または新設工事 

（５）占用者 

道路管理者から道路占用許可等を受けた者 

 

（関係法令の遵守） 

第３条 占用者は、工事の施工にあたり、別紙－1に掲げる関係法令、示方書及

び要綱等を遵守しなければならない。 

 

（疑義の解釈） 

第４条 本仕様書の条項について疑義を生じた場合、または記載のない事項が

生じた場合は、道路管理者と協議しなければならない。 

 

（工事の監督） 

第５条 占用者は、工事現場に請負人の監督責任者を常駐させ、工事現場の安全

管理と工事の適正な実施について監督させなければならない。 

２ 監督責任者には、「道路掘削許可証」または「協議回答書」の写しを必ず携

帯させなければならない。 

 

（占用工事の時期） 

第６条 占用者は、他の占用工事又は道路に関する工事の時期を勘案して、適切

な時期に工事を実施すること。 

２ 占用者は、交通に著しい支障を及ぼさない時期を選定し、特に道路を横断し

て掘削する工事、その他道路の交通を遮断する工事については、交通量の最も

少ない時間帯に施工しなければならない。 



 

（ 住民への広報）  

第７ 条 占用者は、工事の実施にあたり 、事前に地元住民に対し て工事内容を 説

明し 、 理解と 協力を 得るよう 努めなければなら ない。  

 

（ 材料置き 場等）  

第８ 条 工事に必要な材料置場、工事車両の搬入等のため、やむを得ず道路を 使

用すると き は、道路管理者及び所轄警察署の許可を 得なければなら ない。なお、

その手続き は占用者が行なう も のと する。  

 

（ 現場の整理整頓）  

第９ 条 工事現場は、 道路管理上支障と なら ないよ う に常に整理整頓し なけれ

ばなら ない。 また、 機械器具、 材料、 残土等を 消火栓、 制水弁、 ガス開閉栓及

び各種マンホール等の上又は近く においてはなら ない。さ ら に、道路を復旧す

る際に、 こ れら の設備を覆い隠し てはなら ない。  

２  工事現場内はも と よ り 工事現場周辺においても 常時清掃等に努め、 環境面

に配慮し なければなら ない。  

 

（ 公害防止と リ サイ ク ル）  

第 10 条 占用者は、 工事騒音・ 振動等について、 適切な処置を 講じ 工事公害の

発生を防止し 、 市民の生活環境の保全に努めなければなら ない。 また、工事に

より 発生する建設副産物については、関係法規を 遵守し 、適正な処理を行なわ

なければなら ない。  

 

（ 交通の安全）  

第 11 条 占用者は、 工事現場に道路標識、 工事標示板、 保安柵、 赤色警戒灯 

及び黄色警戒灯を 設置するなど、安全対策を 講じ た後でなければ工事に着手し

てはなら ない。 なお、 設置については、「 道路工事現場における保安施設等の

設置基準」（ 土木請負工事必携参照） によるも のと する。  

２  第８ 条によっ て許可を得て資機材、工事車両等を 道路上に置く 場合は、最小

限の範囲と する と と も に、 必ず保安施設等を 設けて歩行者や通行車両の安全

を 確保し なければなら ない。また、付近住民の日常生活や業務を 妨害し てはな

ら ない。 加えて、 工事車両等は原則、 歩道に乗り 入れないこ と 。  

３  工事施工に際し ては、交通量に応じ て適当なすれ違い区間を 設け、又は施工

区間を 短距離に限定する 等、 交通への支障を 最小限度にと どめるよ う に配慮

し 、 必要に応じ て交通整理員を 配置し なければなら ない。  

４  道路の片側を 施工する場合は、反対側に交通が集中するため、交通に支障を

き たさ ないよ う 常に注意し 、 施工を し ない片側部分についても 占用者の責任

おいて維持、 保全及び補修等を 行なわなければなら ない。  

５  工事施工に際し て、歩行空間に影響のある場合は、仮歩道を 設けて歩行者の

安全確保に努めなければなら ない。なお、 仮歩道を 設ける場合は、要綱等の規

定に基づく ほか、やむを得ない場合を 除き「 神戸市バリ アフ リ ー道路整備マニ

ュ アル」 に配慮し た構造と するこ と 。  

 

（ 安全管理）  

第 12 条 占用者は、 工事の施工に際し ては、「 労働安全衛生法」 その他関係法 

令を 遵守すると と も に「 建設工事公衆災害防止対策要綱」（ 国土交通省、 令和
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元年 9 月 2 日）、「 土木工事安全施工技術指針」（ 令和５ 年３ 月国土交通省大臣

官房技術調査課） 等に準拠し 、 事故の防止に努めなければなら ない。  

２  占用者は、緊急時の措置が速やかに実行でき るよう に、下請負人及び作業員

に至るまで訓練し ておかなければなら ない。  

３  占用者は、事故が発生し たと き 又は発生のおそれを生じ たと き は、直ちに応

急措置を 行なう と と も に、その状況について関係官公署等へ通報し 、付近住民

等に対し て広報活動及び避難誘導の処置を と ら なければなら ない。  

４  占用者（ ガス事業者を除く 。） は、 ガス管が埋設さ れていると 認めら れる場

所又はその付近を 掘削する工事（ 歩道下の各引込管工事については特に必要

と 認める場合に限る。 以下「 ガス管に係る工事」 と いう 。） に際し ては、 事前

にガス管の防護方法、 工事中の点検立会いその他保安上必要な措置に関する

事項について、 ガス事業者と 協議し なければなら ない。また、 その写し を 当該

工事の実施日までに道路管理者へ提出し なければなら ない。  

 （「 道路占用工事等によ る 事故防止対策について」  昭和５ ４ 年８ 月３ ０ 日 

建設省道路局通達）  

５  占用者は、 特にガス管を 露出さ せ、又はガス管の周辺を 掘削し た場合は、 埋

戻し 完了後においても 、路面の本復旧を 行なう までの間は、路面の状況を 監視

し 、必要に応じ てガス事業者へガス漏れ調査等を 依頼し なければなら ない。ま

た、占用者は、ガス事業者への依頼内容を道路管理者へ連絡し なければなら な

い。  

 （「 道路占用工事等によ る 事故防止対策について」  昭和５ ４ 年８ 月３ ０ 日 

建設省道路局通達）  

 

（ 防災対策）  

第 13 条 占用者は、 平素から 気象情報等について十分に注意を 払う と と も に、

豪雨、 出水その他天災に対し ては常にこ れに対処でき る準備を し ておかなけ

ればなら ない。  

 

（ 第三者への損害）  

第 14 条 工事に起因し て、 本市若し く は第三者に損害を 及ぼし たと き 、 又は第

三者と の間に紛争が生じ たと き は、直ちに道路管理者に報告（ 事故の場合は、

第 15 条による。） すると と も に、 占用者の責任において解決し なければなら

ない。  

 

（ 事故報告）  

第 15 条 占用者は、 工事施工中に下記のいずれかに該当し た場合、 ただちに第

一報を 本市係員に電話等で通報すると と も に、 遅滞なく 本市係員の指示によ

る方法で道路管理者に報告し なければなら ない。  

（ １ ） 人身事故又は車両事故が発生し た場合 

（ ２ ） 周辺家屋等を 損傷し た場合 

（ ３ ） 他の占用物件を 損傷し た場合 

（ ４ ） 道路構造物（ 路面を 含む。） を 損傷し た場合 

（ ５ ） その他道路交通に大き な損傷を 与えた場合 

 

（ 品質・ 施工管理）  

第 16 条 占用者は、 原則と し て、 土木工事共通仕様書に基づき 、 品質・ 施工管

理を 行なわなければなら ない。但し 、道路管理者から 特に指示があっ た場合は、
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こ れに従う も のと する。  

（ 工事写真）  

第 17 条 占用者は、 工事着手前及び工事完成後の写真、 並びに工事の施工順序

に従っ て施工管理状況を示す写真を「 道路掘削工事記録写真撮影基準」（ 付録

－１ 参照） に従っ て撮影・ 記録し 、 道路管理者に提出し なければなら ない。  

 

（ 検査）  

第 18 条 あら かじ め本市係員（ 道路管理者が命じ た職員をいう 。 以下同じ 。） が

指示し た箇所、主要な工事の区切り 等では、本市係員の検査を 受けなければな

ら ない。  

２  工事中及び完了後の検査に際し ては、資料の提出、測量その他について本市

係員の指示に従わなければなら ない。  

 

（ 瑕疵担保）  

第 19 条 路面の本復旧工事完了後、 占用者の施工し た工事の瑕疵に起し て道路

が損傷し た場合は、 占用者は「 神戸市道路占用規則」 第 24 条の規定に基づき

直ちに修復し なければなら ない。  

 

 

 

第二章 掘削 

 

（ 地下埋設物等）  

第 20 条 占用者は、「 地下埋設物の事故防止対策決定事項」（ 神戸市道路掘削工

事連絡協議会、 昭和 58 年 3 月 22 日）（ 土木請負工事必携参照） を 遵守し て工

事を 行わなければなら ない。  

２  占用者は、試掘等により 地下埋設物を 確認し た後に、工事を 施工し なければ

なら ない。  

３  試験掘り は、 埋設管、 ケーブル等を 完全に露出さ せ、 位置、 大き さ 、 種別等

を 確認し 、 定めら れた方法で路面標示を行なわなければなら ない。  

４  ガス管又は石油管の付近で工事を 施工する場合は、 火気を 使用し てはなら

ない。  

５  施工にあたっ ては、他の占用物件の保持に支障を 及ぼさ ないために、他の地

下埋設管理者と 協議の上、 必要な措置を講じ なければなら ない。  

６  事前立会、 試験掘り で確認のでき なかっ た不明管は、防護を 行なっ た後、 道

路管理者及び関係する占用管理者等と 再度立会・ 協議を 行い、その処置を 決定

し なければなら ない。  

 

（ 掘削）  

第 21 条 掘削は、 溝掘り 若し く はつぼ掘り 又は推進工法その他こ れに準ずる工

法によるも のと し 、 えぐ り 掘り を 行っ てはなら ない。  

２  舗装道路の掘削は、コ ンク リ ート カ ッ タ ー、アスフ ァ ルト カ ッ タ ー等を 使用

し 、舗装切口は垂直になるよう 丁寧に切り 取り 、切口を 整正し なければなら な

い。 また、舗装切断作業の際、切断機械から 発生するブレ ード 冷却水と 切断粉

が混じ り あっ た排水については、 排水吸引機能を 有する切断機械等によ り 回

収し 、 産業廃棄物と し て適正に処理（ 運搬・ 処分） し なければなら ない。  

３  試験掘り 及び地下埋設物を 損傷する おそれのある範囲で路面の取り 壊し や
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掘削を行なう 場合は、慎重に少量ずつ施工するも のと し 、地下埋設物に衝撃を

与えるおそれのある大型機械等を 使用し てはなら ない。  

４  掘削作業開始から 埋戻し 完了までの間、 周辺地盤の緩みや沈下等に留意し

なければなら ない。また、地下埋設物の損傷の防止に努めなければなら ない。  

５  掘削にあたっ ては、 路面の排水を妨げない措置を講じ なければなら ない。  

６  切取面にその箇所の土質に見合っ た勾配を 保っ て掘削出来る 場合を 除き 、

掘削の深さ が 1. 5m を超える場合には、原則と し て土留工を 施さ なければな

ら ない。  

７  軟弱地盤又は湧水地帯にあっ ては、 適切な土留工及び補助工法を 選定し 土

砂の流出及び地盤の緩み等を防止し た後、掘削を行なう こ と 。また、掘削中は、

土留工や背面地盤の変位を 確認し ながら 施工し なければなら ない。なお、排水

が必要な場合で最寄の側溝、下水道施設、 河川等へ排水する場合は、 その管理

者の許可を得た上、必要に応じ て沈砂、ろ 過施設等を経て排水するも のと し 、

路面その他に排水し てはなら ない。  

 

（ 交通対策）  

第 22 条 掘削長さ は、 原則と し て当日中に埋戻し 得る程度を目途と し て最小限

に止めなければなら ない。ただし 、工事の施工上やむを得ない場合において、

覆工を 施す等、 道路の交通に著し い支障を 及ぼすこ と のないよ う に措置し て

行なう と き はこ の限り でない。  

２  道路を 横断し て掘削する 場合は、 原則と し て道路の交通に著し い支障を 及

ぼさ ないと 認めら れる 部分についてのみ掘削を 行い、 当該掘削を 行っ た道路

の部分に交通を 妨げない措置を 講じ た後でなければ、 残り の道路掘削を し て

はなら ない。  

３  人家に近接し て掘削する 場合は、 人の出入り を 妨げない措置を 講じ なけれ

ばなら ない。  

４  掘削部分に近接する 場合には、 掘削土砂を 堆積し ないで余地を 設ける も の

と し 、掘削土砂が道路の交通に支障を 及ぼすおそれのある場合においては、掘

削土砂を 他の場所に搬出し なければなら ない。  

 

 

 

第三章 埋戻し  

 

（ 埋戻し の時期）  

第 23 条 掘削跡の埋戻し は、 原則と し て当日中に完了し なければなら ない。 工

事の都合等により 埋戻し が出来ない場合は、交通及び道路の保全上、完全な措

置を 施し た上で、 後日でき るだけ速やかに埋戻し を 行なわなければなら ない。 

 

（ 埋戻し の方法）  

第 24 条 埋戻し に際し ては、原則と し て 30cm（ 路床部は 20cm） 以下の層厚で各

層ごと にバイ ブレーショ ンローラ ー、 ラ ンマー、タ ンパー等、 各土質に適応し

た転圧機械を 用いて、 確実に締め固めを行なわなければなら ない。  

２  地下水、浸透水のあると こ ろ では、水の処理を行なっ た上で、 埋戻し を 行な

わなければなら ない。やむを 得ず水中埋戻し を行う 場合は、道路管理者と 協議

し なければなら ない。  

３  埋戻し 土砂が路床土と し て適当でないと き 又は不足し ていると き は、砂、切
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込砕石、良質土砂、再生砕石等と の入替え又は補充を 行う 等の措置を し て埋戻

さ なければなら ない。なお、埋設管周辺及びその上端 15cm までは、真砂土等、

良質土にて十分締め固めを 行なわなければなら ない。  

４  土留工の撤去に際し ては、 路面に緩みが生じ ないよ う に下部を 埋戻し たの

ち に徐々に撤去し 、 土留杭打跡の空隙を 充填する 等の措置を 講じ なければな

ら ない。 なお、 地盤崩壊、 近接地下埋設物の沈下、 路面の沈下等の恐れがある

など土留工の撤去が出来ない場合は、道路管理者の承認を得て「 廃止管路及び

仮設物件の残置取扱い基準」 により 措置し なければなら ない。  

 

（ 地下埋設物の明示）  

第 25 条 占用者は、 法施令第 12 条第 1 項第 2 号のハに基づき 地下埋設物の名

称、 管理者、 埋設の年等、 埋設標示シート により 、 必要な明示を行なわなけれ

ばなら ない。  

２  埋設表示テープは、「 地下埋設物の明示方法」（ 付録－４ 参照） によるも のと

する。  

 

（ 埋戻し 後の管理）  

第 26 条 埋戻し 後、 残土、 残材料等があると き は速やかに撤去し 、 道路を 清浄

に仕上げなければなら ない。  

２  埋戻し 完了後、速やかに仮復旧工事（ 又は本復旧工事） を施工するこ と が出

来ない場合は、占用者は絶えず当該箇所を監視し 、路盤沈下等が生じ たと き は、

直ちに修復し なければなら ない。なお、降雨中及び降雨後は特に注意し なけれ

ばなら ない。  

３  埋戻路面から 塵埃が発生する 恐れのある 場合は、 適切な防塵処理を おこ な

わなければなら ない。  

 

 

 

第四章 路面の仮復旧 

 

（ 仮復旧）  

第 27 条 仮復旧は、 原則と し てこ れを 行う も のと する。 ただし 、 埋戻し 完了後

速やかに本復旧を行う 場合には、「 即時本復旧基準」（ 別紙－２ ） に基づき 実施

でき るも のと する。  

２  車道部における仮復旧は、「 道路掘削跡復旧構造図」（ 付録－３ 参照） に見合

う 舗装構造で、 必ず先行路盤を 施工し なければなら ない。 なお、 大規模復旧工

事は、 道路管理者と 占用者が別途協議するこ と と する。  

３  仮復旧路面は、通行の支障や沿道に影響を 及ぼさ ないよう 、周辺路面に合わ

せ平坦に仕上げなければなら ない。  

 

（ 仮復旧の時期）  

第 28 条 仮復旧は、 原則と し て埋戻し 完了後、 ただちに施工し なければなら な

い。  

 

（ 仮復旧の工種）  

第 29 条 仮復旧は、 本復旧まで通過交通に耐え得る構造で施工するも のと し 、

車道は加熱式アスフ ァ ルト 合材（ 密粒度アスフ ァ ルト 又は再生密粒度アスフ
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ァ ルト ）を 使用するこ と 。ただし 、その他の方法により 仮復旧を 行なう 場合は、

道路管理者の承認を 得なければなら ない。  

 

 

（ 仮復旧の路面標示）  

第 30 条 仮復旧の路面には、「 仮復旧あと の路面表示について」（ 神戸市道路掘

削工事連絡協議会、 平成 16 年 4 月 1 日）（ 土木請負工事必携参照）（ 付録－

2 参照） に従っ て、 必ず占用者の標示を 行わなければなら ない（ 大阪ガス㈱、

関西電力㈱、 NTT㈱、 神戸市水道局、 神戸市建設局下水道部が対象）。 また、 区

画線及び道路標示等は、 明瞭に視認でき るよう 仮復旧し なければなら ない。  

 

（ 仮復旧路面の管理）  

第 31 条 占用者は、 本復旧工事施工までの間、 常に仮復旧箇所を巡回点検し 、

路盤の沈下その他不良箇所が生じ たと き 、 又は道路管理者から 指示を 受けた

と き は、 直ちに修復し なければなら ない。  

 

 

 

第五章 路面の本復旧 

 

（ 一般事項）  

第 32 条 本復旧工事は、「 道路掘削跡復旧構造図」（ 付録－３ 参照） に基づき 、

在来舗装と 同等以上の機能と なる よう に復旧する も のと し 、 本仕様書及び別

紙－１ に定める示方書等に基づいて施工し なければなら ない。 ただし 、「 道路

掘削跡復旧構造図」 に列記する断面に拠り がたい場合は、道路管理者と 協議し

決定するこ と と する。  

 

（ 復旧面積）  

第 33 条 本復旧面積は、 道路管理者と 占用者が立会の上、 実情に応じ て決定す

るも のと する。  

 

（ 復旧時期）  

第 34 条 本復旧工事は、仮復旧後 60 日以内に施工するこ と 。なお、こ の期間を

超える場合は、 道路管理者の許可を得るこ と 。  

 

（ 復旧方法）  

第 35 条 路面復旧箇所は、 立会いによっ て指示さ れた位置（ 舗装絶縁線等） ま

でカ ッ タ ー等を 使用し てき れいに切断し 、 旧舗装を 除去し なければなら ない。 

 

（ 路盤工）  

第 36 条 路盤材料は一層の仕上り 厚が、 下層路盤にあっ ては 20cm以下並びに

上層路盤にあっ ては 15cm以下になるよう に敷均し を行い、 最適含水比付近で

所定の密度が得ら れるよう に十分締め固めなければなら ない。  

２  構造物の取付部や継目部の締固めは、 小型の締固め機械等で特に入念に施

工し なければなら ない。  

３  路盤に使用する材料は再生粒度調整砕石、粒度調整砕石、再生砕石等と する。

ただし 、 舗装設計等により 道路管理者の承認を得た場合はこ の限り でない。  
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（ アスフ ァ ルト 舗装）  

第 37 条 基層・ 表層の舗設は、 ５ ㎝毎に施工し 、 縦横断面形状を正し く 平坦に

仕上げ、 かつ所定の締固め度以上になるよ う に入念に施工し なければなら な

い。  

２  継目部分及び構造物と の接触面は、 十分に清掃し 、 瀝青材を 塗布し 、混合物

が十分密着するよう にし なければなら ない。  

３  排水性・ 透水性舗装を 含めたアスフ ァ ルト 舗装は「 舗装施工便覧」 等、 準拠

し て施工し なければなら ない。  

４ ．曲線部、坂路中の交差点や縦断勾配７ ％以上の急坂路には滑り 止め舗装と す

るこ と 。  

 

（ セメ ント コ ンク リ ート 舗装）  

第 38 条 セメ ント コ ンク リ ート 舗装の施工にあたっ ては、 所定の品質並びに舗

装版と し て一体の強度が確保でき る構造で復旧し なければなら ない。  

 

（ 特殊舗装）  

第 39 条 タ イ ル舗装、 小舗石舗装等は、 在来舗装と 同じ 材料を 使用し 、 周囲と

なじ み良く 復旧し なければなら ない。  

２  カ ラ ー舗装は色合せを 行い、 周囲の舗装と 違和感が生じ ないよ う 留意し な

ければなら ない。  

３  イ ンタ ーロ ッ キン グブロ ッ ク は、 原則と し て在来品を 使用し て復旧する こ

と と する。ただし 、 破損等により 再使用でき ない場合は、 同等品により 復旧す

るこ と が出来る。復旧にあたっ ては、性能を確保するため、高さ や厚さ の調整

は必ず路盤で行いク ッ ショ ン 砂は転圧し て所定の高さ で一様に施工する こ と 。

また、カ ッ タ ー目地はむやみに設けず、マンホール周辺の仕上げにおいても 、

小片化し たブロッ ク と なら ないよう 周辺舗装と なじ みよく 施工するこ と 。  

 

（ 歩道平板舗装）  

第 40 条 在来コ ンク リ ート 平板で破損及び変色し ていないも のを 再使用すると

き は、 道路管理者の承認を 得なければなら ない。  

２  取り 合い部分等において、場所打ちコ ンク リ ート を必要と する場合は、道路

管理者の指示に従っ て施工し 、 平板目地に合わせて目地切り を 行なわなけれ

ばなら ない。  

 

（ 視覚障がい者誘導用ブロッ ク ）  

第 41 条 視覚障がい者誘導用ブロッ ク については「 神戸市バリ アフ リ ー道路整

備マニュ アル」 に基づいて設置するこ と 。なお、 既存不適格な製品が混じ るこ と

がないよう にするこ と 。  

 

（ 路面標示）  

第 42 条 本復旧完了後、 速やかに既設の区画線及び道路標示を 溶融によっ て復

旧し なければなら ない。  

 

（ 砂利道）  

第 43 条 砂利道の復旧については、 次の各号により 施工し なければなら ない。 

（ １ ） 材料は、 2. 5 ㎜ふるい通過量が 50％以下かつ 0. 074 ㎜ふるい通過量が
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10％以下の粒度分布のよい切込砕石、 再生砕石又はスラ グのク ラ ッ シャ ラ

ン等と する。  

（ ２ ） 適度な含水比（ 最適含水比付近） で所定の締固め度が得ら れるよう に十分

に転圧し 、 在来路面と なじ みよく 仕上げる。  

 

（ ３ ） 砂利道の表面仕上げを 行なう 場合においては、路面を 砕石及び衣土を も っ

て掘削前の路面形に締固めるこ と 。  

 

 

 

第六章 特殊工法（ 推進工法、 シールド 工法、 薬液注入工法等）  

 

（ 施工計画）  

第 44 条 施工に際し ては、 施工場所の土質、 地下水の状況、 道路の構造、 地下

埋設物等の諸条件を 十分に調査し 、施工方法を検討し 、最適な施工計画を 策定

し なければなら ない。  

 

（ 路面の管理）  

第 45 条 占用者は、 工事着手前から 完了後まで工事現場付近の道路の状態を 点

検し 、また縦横断面測量を 行い、道路に影響が生じ たと き は、 道路管理者の指

示を 受け、 必要な措置を講じ なければなら ない。  

 

（ 施工）  

第 46 条 竪坑の施工にあたっ ては、 入念な設計施工計画を 立案し 、 周辺地盤に

影響をあたえてはなら ない。  

２  掘削推進及び押込みにあたっ ては、先掘り 等を 行なっ てはなら ない。また、

圧気過剰によ る 持ち上がり や噴発、 掘削推進及び押込みに伴う 地盤の陥没や

沈下、 隆起又は周辺地盤のゆる みによ り 道路や地下埋設物の損傷等を 発生し

ないよう に細心の注意をはら わなければなら ない。  

３  薬液注入工法は、「 薬液注入工法によ る 建設工事の施工に関する暫定指針」

に基づいて施工するも のと し 、 実際にあたっ ては、注入圧、注入量及び材料の

配合等について施工計画書を道路管理者に提出し なければなら ない。  

 

 

 

第七章 道路掘削跡復旧工事面積算定方法 

 

（ 復旧面積の算定）  

第 47 条 路面復旧面積の算定及び許可条件等により 道路管理者が施工する道路

掘削跡の路面復旧工事に要する費用計算の基礎と なる面積（ 以下「 復旧面積」 と

いう 。） の算定は道路管理者又は道路管理者が命じ た職員と 占用者が立会のう え

次の各号により 算定する。  

（ １ ） 電柱等の建柱及び抜柱・ 点掘削は、原則と し て１ 箇所あたり 2. 0 ㎡と する

が、 掘削状況及び箇所数等の状況に応じ て処理する。  

（ ２ ） 復旧面積は、 掘削部分の面積に、 影響部分の面積（ 以下「 影響面積」 と い

う 。） を 加えたも のと する。  
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（ ３ ） 前号の規定にかかわら ず、 電柱を 除き 、 道路幅員 4ｍ未満の路面復旧幅は

全幅と するこ と が望まし い。 路面復旧延長は表－１ のと おり と する。  

 

     表－１  復旧工種別復旧延長 

復旧工種 路面復旧延長 

特２ 号工及び特 2-1 号工 4. 0ｍ以上 

２ 号工、 ２ －２ 号工、  

特３ 号工及び特３ －１ 号工 

3. 0ｍ以上 

その他 2. 0ｍ以上 

 

（ ４ ） 掘削面積及び上記影響面積以外に明ら かに掘さ く の影響による亀裂、又は、

沈下等の異状が路面に生じ ている場合は、 その個所も 影響面積と し て算定

する。  

（ ５ ） 掘削によ る 影響面積外に掘削に伴う 片側通行等のために生じ たと 明白に

認めら れる破損個所が存在する場合、 こ の破損個所は影響面積に算定する。 

（ ６ ） 道路掘削特別申請により 許可を受けた場合の復旧面積においては、本条の

規定にかかわら ず、 道路管理者と 協議の上、 算定する。  

（ ７ ） 復旧面積の計算は、 少数２ 位四捨五入し 、 少数位以下１ 位止めと する。  

 

（ 影響面積の算定）  

第 48 条 各種舗装道路の影響面積の算定については、 次の各号によるも のと す

る。  

 

イ  アスフ ァ ルト 舗装 

掘削部分の端から 舗装の絶縁線までの距離が次式によ り 計算し たｎ の値以

下である場合又はｎ の値に１ ．２ ｍを加えた値以上である場合にあっ ては掘削

部分の端から の距離がｎ の値の直線で囲まれた部分について行う も のと する。

但し 、 延長は前条第１ 項第３ 号の表－１ 以上と する。  

ｎ ＝Ｋ ・ ｔ  

ｎ ： 掘削部分から の距離（ 0. 1ｍ未満は切り 上げと する ） 

Ｋ ： 1. 0 アスフ ァ ルト 舗装 

ｔ ：  掘削部分の路盤の厚さ  
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図－１  アスフ ァ ルト 舗装 

 

（ １ ） 一般的な掘削 

 

復旧範囲： □Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  

 

・ 他車線道路の場合 

 

復旧範囲： □Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  

 

 

（ ２ ） 引込管の競合掘削 

   ガス、水道、下水道等の引込管等が各戸ごと に連続し て埋設さ れた場合、

あるいは旧掘削部に隣接し て埋設さ れた場合、 隣接する 影響部分間の距離

又は旧打ち継ぎ目と の距離が 2ｍ未満の時は、こ の部分を影響部分に含めて

復旧面積と する。  

 
ｎ 以上 ｎ 以上 

ｎ 以上 ｎ 以上 
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復旧範囲： □Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 、 □Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ  

 

 

 

 

ロ  コ ンク リ ート 舗装 

掘削部分の端から 舗装の絶縁線までの距離が次式によ り 計算し たｎ の値以

下である場合又はｎ の値に１ ． ２ ｍ（ ただし 膨張目地の場合は１ ． ８ ｍ） を加

えた値以上である場合にあっ ては、掘削部分の端から の距離がｎ の値の直線で

囲まれた部分について行う も のと する。  

 

ｎ ＝Ｋ ・ ｔ  

ｎ ： 掘削部分から の距離（ 0. 1ｍ未満は切り 上げと する ） 

Ｋ ： １ ． ４  セメ ント コ ンク リ ート 舗装 

ｔ ： 掘削部分の路盤の厚さ  

 

 

 

図－２  コ ンク リ ート 舗装 

 ・（ 施工目地の場合）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ 以上 ｎ 以上 

 

ｎ 以上 ｎ 以上 

縦 目 地 

ｎ
以
上 

 

掘削部分 
ｎ 以上 

ｎ 以上 

ｎ 以上 

ｎ 以上 

L≧1.2m L＜1.2m 

L＞1.2ｍ 

L＜1.2m 追加影響部分 

影響部分 
A

B 

C 

D  

 
ｎ 以上 

 
ｎ 以上 

ｎ 以上 
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 ・（ 膨張目地がある場合）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ） 歩道舗装 

歩道幅員が 3ｍ以内の歩道にあっ ては全幅を 、 また長さ 2ｍ未満の時は 2ｍ

をも っ て復旧する。  

・ こ の復旧部と 舗装絶縁線と の距離が２ ｍ未満と なる時は、こ の部分も 影響

部分に含めて復旧する。  

  ・ 歩道幅員が 3ｍを 超える場合は、 別途協議する。  

  ・ 歩道部の引込掘削については、 車道の「 イ  アスフ ァ ルト 舗装（ ２ ） 引込

管の競合掘削」 を 参考と するこ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦 目 地 

膨 

張 

目 

地 

掘削部分 

ｎ 以上 ｎ 以上 

ｎ 以上 
ｎ 以上 

L≧1.8m L＜1.8m 

L≧1.2m 

L＜1.2m 追加影響部分 

影響部分 
A 

B 

C 

D  

ｎ 以上 ｎ 以上 

ｎ 以上 

ｎ 以上 
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別紙－１  

 

 

〔 法規〕  

道路法、 道路法施行令、 道路法施行規則、 道路構造令、 道路交通法、  

労働安全衛生法、労働安全衛生規則、神戸市道路占用規則、その他関連法規。  

 

 

〔 示方書・ 要綱等〕  

舗装の構造に関する技術基準同解説、 舗装設計施工指針、 舗装施工便覧、  

舗装設計便覧、 排水性舗装技術指針( 案) 、 道路維持修繕要綱、  

コ ンク リ ート 標準示方書、 土木工事共通仕様書、  

建設工事公衆災害防止対策要綱、 土木工事安全施工技術指針、  

神戸市バリ アフ リ ー道路整備マニュ アル、 その他必要な図書。  
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即時本復旧工事承認基準 
 

１ ． 目的 

こ の基準は、 道路埋設管にかかる 路上工事を 縮減する ため、 仮復旧工事を 省略する

場合に適用する。  

 

２ ． 適用範囲・ 条件 

 （ １ ） 占用協議者の単独工事である原因者復旧工事における 、 供給管（ 引込管） の工事

に適用する。  

その際の即時本復旧面積については、 概ね１ ５ ㎡を 上限と する。  

 

（ 参考図）  

 

 

３ ． 承認手順 

即時本復旧工事を 実施する 場合は、 道路占用許可申請に先立ち 、 必ず建設事務所と

事前協議を行い、 承認を 得るこ と 。  

   事前協議の際には、 道路占用許可申請に必要な書類・ 図面と と も に、 本復旧範囲を

定めるにあたっ て参考と なる現況写真などの資料を 添付するこ と 。  

 

４ ． 申請手順 

道路占用許可申請の際には、 即時本復旧の対象工事である 旨を 必ず申請書の備考欄

に記載するこ と 。  

 

５ ． その他 

本承認基準によ るほか、 定めのない項目については「 神戸市道路掘削及び復旧工事

標準仕様書」 によるも のと する。  

 

 

 

（ 平成 25 年 9 月 1 日制定）  

（ 平成 27 年 8 月 1 日改定）  

（ 令和 8 年 4 月 1 日改定）  

供給管 

（ 引込管）  即時本復旧範囲 

掘削範囲 

敷地内 

本・ 支管 



        道路掘削工事記録写真撮影基準 

１ ． こ の基準は、 神戸市が管理する道路における占用掘削工事の適正化を  ８ ． 寸法を 明示する必要がある写真については、 必ず箱尺、 帯テープなどを 対象 

図るため、 記録写真の撮影及び整理について必要な事項を 定めるも ので   物に密着さ せ、 また目盛り に直角に撮影するこ と 。  

ある。                                ９ ． 埋設物の位置と 基準と なる構造物(道路面、 側溝、 電柱及び掘削によっ て露 

２ ． 道路掘削工事の許可又は協議を受けた者は、 こ の基準に基づき 施工順   出し た既設埋設物など)と の相対関係がわかる遠景、 及び近影写真を撮るこ と 。  

序に従っ て以下に定める要領により 工事記録写真を 撮影し 、「 道路掘削跡   

復旧工事検査願」 に工事施行箇所図【 A4 版１ /10,000 程度】 を添付し て 

提出し なければなら ない。  

但し 、 道路管理者が必要と 認めると き は、 随時に提出し なければなら ない。  

３ ． 写真の大き さ はサービ スサイ ズ(8.2×11.8cm カ ラ ー)を 標準と するが、  

一部を 拡大し て撮影する必要がある場合には、 その箇所の全景も 併せて 

撮影し 拡大部分の位置が確認でき るよう にする こ と 。  

４ ． 記録写真は A４ 版の工事写真帳を 使用し 、 施工順序に従っ て工種ごと に 

系統だてて整理するこ と 。  

５ ． 写真帳は左綴と し 、 余白部分には写真の説明(撮影時の黒板による説明不 

足などを 補足する)を記入するこ と 。  

６ ． 平面図あるいは出来型図に撮影箇所を 明示し 、 写真と 対照でき るよう に 

するこ と 。                               10． 埋戻土及び舗装材料の品質、 施工状態がわかる遠景、 及び近影写真を 撮る 

７ ． 写真には工事内容を説明し た黒板を同時に撮影するこ と 。          こ と 。  

            11． 舗装復旧写真の撮り 方については、「 土木請負工事必携 写真管理基準 

             （ 案）」 によ るこ と 。  

             （ 注） 当該工事における 現況写真と は、 仮復旧の状態ではなく 掘削工事着 

                手前の在来舗装の路面の状態を いう 。  

            12． 電柱、 支線等の抜柱に際し ては撤去後の状況を 確認でき る写真を 撮るこ と 。

            13． こ の基準は引込管についても 準用する。  

            14． 工事写真の盗難あるいは紛失、 又は撮影技術の不良などによる不足は原則 

             認めない。  

                                                          15． その他こ の基準に定めていないも のは「 土木請負工事必携 写真管理基準 

                                     （ 案）」 による他、 本市係員の指示に従う こ と 。                   

   

付
録

－
１

 

年 月 日

場 　所

施 工 業者 名

工 事 名

形 状 寸法

許可 番号

測点 番号

40cm  

60cm  

写真で 形状寸法の
わかり にく いも の
は黒板に記入し 同
時撮影するこ と 。  

(例) 

土被り の変化点又は測点毎に 

管頂又は構築物頂部に定規を 直

角に立て地盤面に接し て定規又

は水糸を 張り 縦、 横の定規の交

差によ っ て土被り の深さ の全体

が明確に判断でき る よ う な写真

と する。  

道路面 

定規 

埋設管 
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２
０

ｍ
 

２
０

ｍ
 

復旧延長が３ ｍ以上 

２ ０ ｍ未満の場合 

復旧延長が３ ｍ未満の場合 

復旧延長が２ ０ ｍ以上の場合 

（ ２ ０ ｍごと に標示）  

標示は実掘線に接続し た影響部分（ 本復旧時に取り 壊す部分）  

“ 仮ホソ ウ” 文字標示 

実
掘
部
分 

影
響
部
分 

影
響
部
分 

企業名標示 

“ 仮ホソ ウ” 文字標示 

企業名標示 

企業名標示 

企業名標示 

 

付録―２  

“ 仮ホソ ウ” 文字標示 

「 仮復旧跡の路面標示」  

 標 示 例 

17



企 業 別 標 示 板 

 

 

※ １．標示の文字及び大きさは、図面通りとする。 

２．標示の色は、黄色のスプレー式ペイントで行なう。 

120 ㎜ 

3
0
0

㎜
 

20 ㎜ 

150 ㎜ 

1
5
0

㎜
 

120 ㎜ 

2
4
0

㎜
 

120 ㎜ 

2
4
0

㎜
 

20 ㎜ 

120 ㎜ 

3
0
0

㎜
 

20 ㎜ 

20 ㎜ 

付
録

－
２

 

20 ㎜ 
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仮 ホ ソ  ウ 文 字  標 示 板 
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ソ  
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仮 

付録－２  
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道　路　掘　削　跡　復　旧　構　造　図

歩車道
区　分

2号工 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 5 車　道 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

5

45

施工厚　６０ｃｍ

２－２号工 導水パイプφ20程度

排水性アスファルト 排水性アスコンＢ=30　t＝５

　　　　　　舗装 　　表層工：排水性アスコン 車　道 排水性舗装

10

5

45

施工厚　６０ｃｍ

特2号工 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 5 車　道 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

5

45

施工厚　６５ｃｍ

導水パイプφ20程度

特2－1号工 排水性アスコンＢ=30　t＝５

排水性アスファルト 　　表層工：排水性アスコン

　　　　　　舗装 車　道 排水性舗装
15

5

45

施工厚　６５ｃｍ

適　用　基　準

10 　　基層工：再生粗粒度Aｓ(20)・粗粒度Aｓ(20)

15 　　基層工：再生粗粒度Aｓ(20)
　　　　　　　　・粗粒度Aｓ(20)

5

在来舗装の種類

　　　　　　　　　・密粒度Aｓ(20)

復　旧　工　種 　　　　復　旧　構　造

影響部 掘削部
　呼　　称 工種及び施工厚

　　表層工：再生密粒度Aｓ(20)

　　基層工：再生粗粒度As(20)

（開粒度Aｓ(13)）

　　路盤工：再生粒調砕石・粒度調整砕石

　　表層工：再生密粒度Aｓ(20)

　　路盤工：再生粒調砕石・粒度調整砕石

5

　　　　　　　　・密粒度Aｓ(20)

　　　　　　　　・粗粒度Aｓ(20)

（開粒度Aｓ(13)）

　　基層工：再生粗粒度As(20)
　　　　　　　　・粗粒度Aｓ(20)

　　路盤工：再生粒調砕石

　　　　　　　　・粒度調整砕石

　　路盤工：再生粒調砕石

　　　　　　　・粒度調整砕石

付録-3

曲線部坂路中の交差点や縦断勾配７％以上の急坂路には滑り止め舗装とすること。

曲線部坂路中の交差点や縦断勾配７％以上の急坂路には滑り止め舗装とすること。

曲線部坂路中の交差点や縦断勾配７％以上の急坂路には滑り止め舗装とすること。

曲線部坂路中の交差点や縦断勾配７％以上の急坂路には滑り止め舗装とすること。

20



道　路　掘　削　跡　復　旧　構　造　図 付録-3

歩車道
区　分

３号工 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 5 車　道 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

5

5

20

施工厚　３０ｃｍ

特３号工 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 5 車　道 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

5

20

施工厚　３５ｃｍ

特３－1号工 導水パイプφ20程度

排水性アスコンＢ=30　t＝５

排水性アスファルト

　　　　　　舗装 車　道 排水性舗装
10

5

20

施工厚　３５ｃｍ

４号工 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 5 車　道 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

5

20

施工厚　２５ｃｍ

５号工 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 5 歩車道 歩車道各種舗装

施工厚　５ｃｍ

６号工 セメントコンクリート

舗装 25 　　表層工　：　セメントコンクリート 車　道 セメントコンクリート

　　　　　　　　（曲げ強度４．５N／mm2） 　　　　　　　舗装

5

20

施工厚　４５ｃｍ

７号工 セメントコンクリート 　　表層工　：　セメントコンクリート 車　道 セメントコンクリート

舗装 　　　　　　　　（曲げ強度４．５N／mm2） 　　　　　　　舗装

5

15

施工厚　３０ｃｍ

８号工 歩道平板ブロック 6 　　表層工　：　コンクリート平板ブロック 歩　道 歩道コンクリート

　　　　　　舗装 2 　　　平板舗装

施工厚　１４ｃｍ 6 点字平板

適　用　基　準

　呼　　称 工種及び施工厚 在来舗装の種類
影響部 掘削部

　　基層工：再生粗粒度Aｓ(20)・粗粒度Aｓ(20)

　　基層工：再生粗粒度As(20)

　　据付モルタル(１：３）目地モルタル（1：2)

10
　　基層工：再生粗粒度Aｓ(20)・粗粒度Aｓ(20)

　　表層工：再生細粒度Aｓ(13)・細粒度Aｓ(13)

　　基礎工：コンクリート　18N／m㎡

復　旧　工　種 　　　　復　旧　構　造

　　　　　　　・粗粒度Aｓ(20)

（開粒度Aｓ(13)）

　　表層工：再生密粒度Aｓ(13)・密粒度Aｓ(13)

　　路盤工：再生粒調砕石・粒度調整砕石

　　路盤工：再生粒調砕石・粒度調整砕石

15

　　路盤工：再生粒調砕石・粒度調整砕石

　　表層工：再生密粒度Aｓ(13)・密粒度Aｓ(13)

　　路盤工：再生粒調砕石

　　路盤工：再生粒調砕石・粒度調整砕石

　　表層工：再生密粒度Aｓ(13)・密粒度Aｓ(13)

　　路盤工：再生粒調砕石・粒度調整砕石

　　表層工：排水性アスコン5

　　　　　　　・粒度調整砕石

曲線部坂路中の交差点や縦断勾配７％以上の急坂路には滑り止め舗装とすること。

曲線部坂路中の交差点や縦断勾配７％以上の急坂路には滑り止め舗装とすること。

曲線部坂路中の交差点や縦断勾配７％以上の急坂路には滑り止め舗装とすること。

曲線部坂路中の交差点や縦断勾配７％以上の急坂路には滑り止め舗装とすること。

乗入部においては、神戸市標準構造図集（土木一般工事）5-3-1によること。
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道　路　掘　削　跡　復　旧　構　造　図 付録-3

歩車道
区　分

８－1号工 歩道平板ブロック 6 　　表層工　：　コンクリート平板ブロック 歩　道 歩道コンクリート

　　　　　　　舗装 3 　　　平板舗装

5 （非透水性）

施工厚　1９cm

８－2号工 歩道透水性平板 6 　　表層工　：　コンクリート平板ブロック 歩　道 歩道コンクリート

ブロック舗装 3 　　　平板舗装

5 （透水性）

施工厚　２４cm 5 　　フイルター層　（砂）

透水性シート

９号工 歩道タイル舗装 3 　　表層工　：　タイル 歩　道 歩道タイル舗装

2

7

5

施工厚　２２ｃｍ

９－１号工 歩道透水性インター 6 　　表層工　：　インターロッキングブロック 歩　道 歩道インターロッキ

　ロッキング舗装 3 　ングブロック舗装

5 10 　　路盤工　：　再生砕石

施工厚　２４ｃｍ

透水性シート

９－２号工 歩道インターロッキ 6 　　表層工　：　インターロッキングブロック 歩　道 歩道インターロッキ

　　　　　　ング舗装 3 　ングブロック舗装
5 10 　　路盤工　：　再生砕石

施工厚　１９ｃｍ

１０号工 歩道アスファルト 4 歩　道 アスファルト舗装

　　　　　　　舗装 5

施工厚　１４ｃｍ

１０－1号工 透水性歩道アス 4 歩　道 透水性歩道

ファルト舗装 5 アスファルト舗装

施工厚　１９ｃｍ 5 　　フイルター層　（砂）

１１号工 砂　利　道 9 　　再生砕石等 車　道 砂利道

施工厚　９ｃｍ

１１－1号工 植　裁　帯 歩　道 植裁帯

施工厚　５０ｃｍ

適　用　基　準

　呼　　称 工種及び施工厚 在来舗装の種類
影響部 掘削部

5

10

復　旧　工　種 　　　　復　旧　構　造

　　敷　　砂

　　植栽帯　：　真砂土

　　路盤工　：　再生砕石

　　路盤工　：　再生砕石

　　敷　　砂

　　路盤工　：　再生砕石

　　フイルター層　（砂）

　　路盤工　：　再生砕石

　　表層工：再生細粒度Aｓ(13)・細粒度Aｓ(13)

　　表層工：開粒度Aｓ(13)

　　敷　砂

10

10

50

　　敷　砂

　　据付モルタル(１：３）目地モルタル（1：2)

10

10

　　路盤工　：　再生砕石

　　基礎工：コンクリート１８Ｎ／ｍ㎡



道　路　掘　削　跡　復　旧　構　造　図 付録-3

歩車道
区　分

１２号工 路　床　補　強 　　※別途工種にて施工 歩　車　道

施工厚　３０ｃｍ

１３号工 街　渠　工 50 　　　　縁石ブロック 街　渠　 街　渠　工

10 　　　　基礎工　：　再生砕石

１４号工 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 5 乗入れ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

5

5

20

施工厚　３０ｃｍ

１４－１号工 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 5 乗入れ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

5

5

20

施工厚　３０ｃｍ

１５号工 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 5 乗入れ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

5

20

施工厚　３５ｃｍ

１５－１号工 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 5 乗入れ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

5

20

施工厚　３５ｃｍ

　重車両部（普通・大型
貨物自動車が乗り入れ
る場合）

　　表層工：再生細粒度Aｓ(13)・細粒度Aｓ(13)

　　基層工：再生粗粒度Aｓ(20)・粗粒度Aｓ(20)

　　路盤工：再生砕石

　　表層工：高粘度改質開粒度As(13)

10

10
　　基層工：再生粗粒度Aｓ(20)・粗粒度Aｓ(20)

　　表層工：高粘度改質開粒度As(13)

　一般部（普通車、小型
貨物自動車が乗り入れ
る場合）

　一般部（普通車、小型
貨物自動車が乗り入れ
る場合）

　重車両部（普通・大型
貨物自動車が乗り入れ
る場合）

監督費については、３
号工を参考とする

　　　　コンクリート　１８Ｎ／ｍ㎡

復　旧　工　種 　　　　復　旧　構　造 適　用　基　準

　呼　　称 工種及び施工厚 在来舗装の種類

　　路盤工：再生砕石

　　路盤工：再生砕石 監督費については、
特３号工を参考とする

監督費については、
特３号工を参考とする

監督費については、３
号工を参考とする

　　基層工：開粒度Aｓ(20)

　　路盤工：再生砕石

　　基層工：開粒度Aｓ(20)

　　表層工：再生細粒度Aｓ(13)・細粒度Aｓ(13)

影響部 掘削部

　　再生砕石

20

30

23



道　路　掘　削　跡　復　旧　構　造　図 付録-3

特舗 カラーアスファルト カラーアスファルト

A号工 　　　　　　　舗装 3 　　表層工　：　カラーアスコン（セラサンド） 車　道 舗装

施工厚　３ｃｍ （バスレーンカラー）

特舗 塗布式カラー舗装 塗布式カラー舗装

Ｂ号工
　　着色結合材　：　エポキシ樹脂RPNー４

車　道 （学校周辺カラー）

施工厚　１～２mm ０．１～０．２ 　　骨 　材　：　着色硬質骨材

特舗 すべり止め舗装

Ｃ号工 2 　　磨耗層　：　ニッケルスラグアスコン
車　道 すべり止め舗装

施工厚　２ｃｍ

反射ビーズ入り

白線 溶融式 アスファルト舗装
　厚1.5mm　幅１５ｃｍ　

車　道 又は　セメント

施工厚　１．５mm 0.15 　　反射ビーズ入り溶融式
コンクリート舗装
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道　路　掘　削　跡　復　旧　構　造　図
＜特　例　工　種＞

歩車道
区　分

2-1号工 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 5 　　表層工　：　管理者施工 車　道 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

5

45

施工厚　５５ｃｍ

3-1号工 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 5 　　表層工　：　管理者施工 車　道 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

5

5

20

施工厚　２５ｃｍ

10

復　旧　工　種 　　　　復　旧　構　造 適　用　基　準

　呼　称 工種及び施工厚 在来舗装の種類
影響部 掘削部

　　路盤工：再生粒調砕石

　　　　　　　・粒度調整砕石

　　路盤工：再生粒調砕石

　　　　　　　・粒度調整砕石

　　基層工：再生粗粒度As(20)
　　　　　　　・粗粒度As(20)

　　基層工：再生粗粒度As(20)
　　　　　　　・粗粒度As(20)

付録-3
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地下埋設物の明示方法 

 

 

埋設標示テープ（ 道路法施行令第 12 条第 1 項第二号のハ及び道路法施行規則第４ 条の三

のニに基づく 、 埋設物の明示方法） および埋設表示シート に関し て記載する。  

 

 

１ ． 電話・ 通信ケーブル（ N TT ド コ モ）  

（ １ ） 対象 

  地下埋設管路 

  防護コ ンク リ ート （ 管路）  

 

（ ２ ） 埋設標識シート の仕様 

項目 内容 

１ ） 材質 ポリ プロピレ ン 

２ ） 色 赤 

３ ） 名称 N TT ド コ モ 

４ ） 寸法 幅 250ｍｍ、 400ｍｍ 

 

（ 例： 埋設標識シート ）  

 

 

（ ３ ） 施行要領 

項目 内容 

１ ） 管路と の設置離隔 管路上端約 30～50ｃ ｍ 

２ ） 取り 付け方法 ①管の中心に沿っ て管軸方向に埋設 

②防護コ ンク リ ート 区間は、 コ ンク リ ート 上部面に設置 

 

 

 

 

 

 

付録－４  
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２ ． 電話・ 通信ケーブル（ ソ フ ト バンク ）  

（ １ ） 対象 

  地下埋設管路 

 

（ ２ ） 埋設表示シート の仕様 

項目 内容 

１ ） 材質 ポリ エチレンク ロス 

２ ） テープ寸法 幅 400 ㎜ 

３ ） 色 地色： 赤 文字色： 黒 

４ ） 名称 ソ フ ト バンク  

５ ） デザイ ン 「 例： 埋設標識シート 」 のと おり  

 

（ 例： 埋設表示シート ）  

 
 

 

 （ 例： 埋設表示シート ）  

 

 

（ ３ ） 施行要領 

項目 内容 

１ ） 埋設位置 土被り 800mm 以上 管の天端から 500mm 離し た位置 

土被り 800mm 未満 管の天端から 300mm 離し た位置 
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３ ． 電話・ 通信ケーブル（ オプテージ）  

（ １ ） 対象 

  地下埋設管路 

 

（ ２ ） 管路巻付テープの仕様 

項目 内容 

１ ） 材質 軟質塩化ビニル 

２ ） テープ寸法 幅 50mm 

３ ） テープ形式 テープ裏面に粘着性あり  

４ ） 色 地色： 赤、 印字： 黒 

５ ） 表示・ デザイ ン 「 例： 管路巻付テープ」 のと おり  

６ ） 巻付方法 概ね 2m 以下の間隔で箇所あたり 2 回以上巻き 付ける。  

 

（ 例： 管路巻付テープ）  

 

 

（ ３ ） 埋設標示シート の仕様 

項目 内容 

１ ） 材質 ポリ エチレン 

２ ） シート 寸法 幅 150mm 

３ ） シート 形式 折込構造 

４ ） 色 シート 地色： 赤、 シート 印字： 黒  

ラ ベル地色： 白、 ラ ベル印字： 黒 

５ ） 表示・ デザイ ン 「 例： 埋設標示シート 」 のと おり  

６ ） 敷設方法 管路の上部約 60 ㎝に敷設する。ただし 、浅層埋設が可能

な場合は、 管路の上部約 20cm の路盤内に敷設する。  

なお、 アスフ ァ ルト 舗装の熱の影響等から 20cm の必要

離隔を確保でき ない場合は、 こ の限り でない。  
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（ 例： 埋設標示シート ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ． 電話・ 通信ケーブル（ Ｊ Ｃ Ｏ Ｍ）  

（ １ ） 対象 

  地下埋設管路 

 

（ ２ ） 埋設標識シート の仕様 

項目 内容 

１ ） 材質 ポリ エチレン 

２ ） シート 寸法 幅 300mm 

３ ） シート 形式 折込構造 

４ ） 色 シート 地色： ピンク  

シート 印字： 黒  

５ ） 表示・ デザイ ン 「 例： 埋設標識シート 」 のと おり  

７ ） 敷設方法  
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（ 例： 埋設標識シート ）  

 

 

 

 

 

５ ． 電力管路 

（ １ ）． 対象 

  下記以外の管路 

  ①電線の直接埋設 

   ②コ ンク リ ート ト ラ フ 式 

   ③コ ンク リ ート 管路式 

  ④外径 80mm 未満の管路 

  ⑤各戸引込管 

 

（ ２ ） 埋設標示テープの仕様 

項目 内容 

１ ） 材質 ナイ ロンビニール又はポリ エチレ ン 

２ ） テープ寸法 幅 150mm 

３ ） テープ形式 接着剤なし  

４ ） テープ種類 ①高電圧用テープ 

②低圧用テープ 

③埋設年を印刷し ないも のを 既設管用と する 

５ ） 色 生地： オレンジ、 印刷文字： 赤 

６ ） 名称、 管理者 一般送配電事業者以外の電気事業者 

７ ） 圧力の区分 高電圧、 低圧 

８ ） 埋設年 西暦表示（ 例 1971）  

９ ） デザイ ン 「 例： 埋設標示テープ」 のと おり  
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（ ３ ） 施行要領 

項目 内容 

１ ） 間隔 概ね 2ｍ以下の間隔 

２ ） 巻き 方 管路テープの表示面を上にし て適当に切っ て２ 回以上巻

く のを標準と する 

３ ） 止め方 巻き 止め用接着テープ等により 巻き はじ めと 巻き おわり

部分を接着さ せる 

4）既設管路への巻き 付け 埋設年のないテープを 用いる 

 

（ ４ ） その他 

   関西電力送配電設備（ 一般送配電事業者） の外傷事故防止施策（ 埋設標示） を 行う 。  

  管路表示テープ 

項目 内容 

１ ） 材質 ナイ ロンビニール又はポリ エチレ ン 

２ ） テープ寸法 幅 150mm 

３ ） 表示 「 高電圧ケーブルあり 注意」  

「 関西電力送配電」  

４ ） 色 黄地に赤 

５ ） 表示法 管路上約 60 ㎝に連続埋設 

※浅層埋設時： 管路上約 30 ㎝に連続埋設 

６ ） デザイ ン 「 例： 埋設表示テープ」 のと おり  

・ ケーブル保護鋼管および硬質塩化ビニル管においては、「 管路埋設表示テープ」 の布

設と と も に「 管路巻付テープ」 を 巻き 付けし 表示する。  

※管路の⻑ さ 方向に概ね 2m 以下の間隔で表示 

 

（ 例： 埋設表示テープ）  

（ 寸法単位 mm）  

 

※テープ幅： 150ｍｍ、 テープ色： 黄色、 文字色： 赤色 
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（ 例： 管路巻付テープ）  

（ 寸法単位 mm）  

 

※テープ幅： 50ｍｍ、 テープ色： 橙色、 文字色： 赤色 

 

 

 

6－１ ． 水道管（ 神戸市水道局）  

（ １ ）． 対象 

   本管および支管 

 

（ ２ ） a 埋設表示テープの仕様 

項目 内容 

１ ） 材質 塩化ビニール 

２ ） テープ寸法 幅 50mm 厚さ 0.15mm±0.03mm 

３ ） テープ形式 粘着テープ 

４ ） 色 生地： 青（ スカ イ ブルー）、 印刷文字： 白 

５ ） 名称、 管理者 神戸市水道管 

６ ） 埋設年 西暦表示（ 例 1971）  

７ ） デザイ ン 「 例： 埋設表示テープ」 のと おり  

 

  （ 例： 埋設表示テープ） 上水 
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b 埋設表示シート の仕様 

項目 内容 

１ ） 材質 ポリ エチレン 

２ ） テープ寸法 幅 150mm 厚さ 0.15mm±0.03mm 

３ ） テープ形式 ラ ミ ネイ ショ ン加工 

４ ） 色 生地： 青（ スカ イ ブルー）、 印刷文字： 赤 

５ ） 名称、 管理者 「 注意・ 上水道管」 又は「 注意・ 上水道揚水管」  

６ ） デザイ ン 「 例： 埋設表示シート 」 のと おり  

  

（ 例： 埋設表示シート ） 上水 

 

 

 

（ ３ ） 施行要領 

   a 埋設表示テープの仕様 

項目 内容 

１ ） 間隔 ①管⻑ 4ｍ以下・ ・ ・ 3 ケ所 

管の両端から 15～20 ㎝なら びに中間 1 ヶ 所 

②管⻑ 5～6ｍ ・ ・ ・ 4 ケ所 

管の両端から 15～20 ㎝なら びに中間 2 ヶ 所 

テープの間隔が 2ｍ以上になら ないよ う 胴巻テープを 巻

く こ と 。  

２ ） 巻き 方 胴巻テープと 天端テープ。  

胴巻テープは１ 回半巻き と する。  

 

b 埋設表示シート  

   ・ 水道配管用仕様書「 破損防止テープの標準図」 による 。  
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６ －２ ． 工業用水道管 

（ １ ）． 対象 

   本管および支管 

 

（ ２ ） a 埋設表示テープの仕様 

項目 内容 

１ ） 材質 塩化ビニール 

２ ） テープ寸法 幅 50mm 厚さ 0.15mm±0.03mm 

３ ） テープ形式 粘着テープ 

４ ） 色 生地： 白、 印刷文字： 黒 

５ ） 名称、 管理者 神戸市工業用水道管 

６ ） 埋設年 西暦表示（ 例 2025~ 2030）  

７ ） デザイ ン 「 例： 埋設表示テープ」 のと おり  

 

  （ 例： 埋設表示テープ） 工業用水 

   

 

   b 埋設表示シート  

項目 内容 

１ ） 材質 ポリ エチレン 

２ ） テープ寸法 幅 150mm 厚さ 0.15mm±0.03mm 

３ ） テープ形式 ラ ミ ネイ ショ ン加工 

４ ） 色 生地： 白、 印刷文字： 黒 

５ ） 名称、 管理者 注意・ 工業用水道 

６ ） デザイ ン 「 例： 埋設表示シート 」 のと おり  

 

（ 例： 埋設表示シート ） 工業用水 
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（ ３ ） 施行要領 

   a 表示テープおよび b 表示シート  

   ・ 水道配管用仕様書「 破損防止テープの標準図」 による 。  

 

 

 

７ ． 明石市上下水道局 

（ １ ）． 対象 

   本管および支管 

 

（ ２ ） a 表示テープの仕様 

項目 内容 

１ ） 材質 塩化ビニール 

２ ） テープ寸法 幅 50mm  

３ ） テープ形式 粘着テープ エコ マーク 認定品 

４ ） 色 生地： 青（ スカ イ ブルー）、 印刷文字： 白 

５ ） 名称、 管理者 上水道管であるこ と を 明示 

６ ） 埋設年 西暦表示（ 例 1971） 工事発注年度 

７ ） デザイ ン メ ーカ ー標準品 

 

（ 例： 埋設表示テープ）  

 
 

 

   b 表示ｼ ﾄーの仕様 

項目 内容 

１ ） 材質 メ ーカ ー標準品 

２ ） ｼ ﾄー寸法 幅 15 ㎝ 2 倍折  

３ ） ｼ ﾄー形式 エコ マーク 認定品 

４ ） 色 生地： 青（ スカ イ ブルー）、 印刷文字： 白 

５ ） 名称、 管理者 上水道管であるこ と を 明示 

６ ） 埋設年 指定なし  

７ ） デザイ ン 指定なし  
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（ 例： 埋設表示シート ）  

 

 

（ ３ ） 施行要領 

   a 表示テープの仕様 

項目 内容 

１ ） 間隔 ①管⻑ 4ｍ以下・ ・ ・ 3 ケ所 

管の両端から 15～20 ㎝なら びに中間 1 ヶ 所 

②管⻑ 5～6ｍ ・ ・ ・ 4 ケ所 

管の両端から 15～20 ㎝なら びに中間 2 ヶ 所 

③特殊管で①②に該当し ない場合は、 テープの間隔が 2

ｍ以上になら ないよう 個所を 増加する 

④推進工法によ る場合は、 テープに代わり 青色ペイ ント

を 天端に塗布する。  

２ ） 巻き 方 胴巻テープは１ 回半巻き と する。ただし 、管径 350mm 以

下は胴巻テープのみ、 管径 400mm 以上は胴巻テープと

天端テープを 使用する。  

※○道路法施行令および道路法施行規則の一部改正に伴う 水道管の布設について参照 

 

   b 表示ｼ ﾄーの仕様 

項目 内容 

１ ） 設置位置 ①布設管天端より 、 40 ㎝の位置 
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8． 下水道 

（ １ ）． 対象 

   鋼管、 鋳鉄管、 ビニール管、 陶管（ ただし 、 外径 80mm 未満は除く ）  

 

（ ２ ） a 表示テープの仕様 

項目 内容 

１ ） 材質 指定なし （ 例： 塩化ビニル製で粘着剤付）  

２ ） テープ寸法 指定なし （ 例： 幅 50mm）  

３ ） 色 指定なし （ 例： 生地色： 茶、 印字色： 白）  

４ ） 印字 指定なし  例：  神戸市公共下水道 

５ ） デザイ ン 「 例： 識別明示テープ」 のと おり  

 

（ 例： 識別明示テープ）  

 

   b 埋設標示シート  

項目 内容 

１ ） 材質 指定なし （ 例： ポリ エチレ ン ク ロス）  

２ ） テープ寸法 指定なし （ 例： 幅 150mm）  

３ ） 色 指定なし （ 例： 生地色： 茶、 印字色： 白）  

４ ） 印字 指定なし  

下水道管注意  

こ の下に下水道管あり 注意、 立会いを 求めてく ださ い。  

５ ） デザイ ン 「 例： 埋設標示シート 」 のと おり  

 

（ 例： 埋設標示シート ）  

 

 

（ ３ ） 施行要領 

   a 埋設標示テープ 

・ 管頂部は切れ目なく 、 円周方向は 2.0m 間隔で管に直接巻く  

b 埋設標示シート  

   ・ 管の天端より 30cm のと こ ろ に切れ目なく 設置 
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９ ． ガス（ 大阪ガス）  

（ １ ） 対象  

   本支管及び新設供給管 

   ※１  ガス管を コ ン ク リ ート 、 鉄板等で防護し た場合の防護工内のガス管にも 導管

明示テープを 巻き 付ける。  

 

（ ２ ） a 明示テープの仕様 

項目 内容 

１ ） 材質 ・ A、 B、 C、 D ： ポリ エチレ ンシート  

・ E： 塩化ビニルシート  

・ 非開削用： ポリ エチレンク ロス 

２ ） テープ寸法 ・ A、 B、 C、 D ： 幅 30 ㎜ 厚さ 0.12 ㎜ 

・ E： 幅 50 ㎜ 厚さ 0.20 ㎜ 

・ 非開削用： 幅 100 ㎜ 厚さ 0.54 ㎜ 

３ ） テープ形式 片面にゴム系粘着剤を 塗布 

４ ） テープ種類 

（ 表１ 参照）  

導管明示テープ A 

導管明示テープ B 

導管明示テープ C 

導管明示テープ D  

導管明示テープ E 

導管明示テープ（ 非開削工法用）  

５ ） 色 生地： 緑 

印刷文字： 黒 

６ ） 管理者表示 大阪ガスネッ ト ワーク  

７ ） 圧力の区分 高圧、 中圧、 低圧 

８ ） 埋設年 西暦表示（ 例、 2022）  

ただし 、 既設管用は埋設年を 印刷せずブラ ンク  

９ ） デザイ ン 別図参照 

 

 

表１  導管明示テープの種類と 使用区分 

テープ種類 使用区分 

導管明示テープ A 新設およ び既設高圧管用 

導管明示テープ B 新設中圧管用（ 中圧 A、 B）  

導管明示テープ C 新設低圧本管、 支供管用 

導管明示テープ D  既設中圧管用、 低圧本管・ 支管用 

導管明示テープ E リ コ イ ラ ー使用 PE コ イ ル管用 

導管明示テープ（ 非開削工法用）  非開削工法による PE 管用 
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（ 例： 導管明示テープ）  

・ 導管明示テープ A～D （ 既設管用 D は、 圧力及び埋設年がブラ ンク ）  

・ 導管明示テープ E 

 

 

（ 例： 導管明示テープ） 非開削工法用 

 

 

 ｂ 埋設標識シート  

項目 内容 

１ ） 材質 高密度ポリ エチレ ン 製織ク ロス低密度ポリ エチレ ン を ラ

ミ ネート  

２ ） シート 寸法 幅： 150 ㎜(各圧共通・ 浅埋用)、 300 ㎜(防護用) 

３ ） シート 種類 

（ 表 2 参照）  

埋設標識シート （ 各圧共通）  

埋設標識シート （ 浅埋用）  

埋設標識シート  (防護用) 

４ ） 色 生地： 淡緑色 

印刷文字： 黒 

５ ） 表示・ デザイ ン 「 例： 例： 埋設標識シート 」 のと おり  

６ ） 圧力の区分 各圧共通 

 

表 2 埋設標識シート の種類と 使用区分 

シート 種類 使用区分 折り 込み 

埋設標識シート 各圧共通 一般埋設深度用 3.5 倍折り  

埋設標識シート 浅埋用 浅層埋設用 2 倍折り  

埋設標識シート 防護用 防護用 折り 込みなし  
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（ 例： 埋設標識シート ） 各圧共通・ 浅埋用 

 

 

 

（ 例： 埋設標識シート ） 防護用 

 

 

 

 

（ ３ ） 施行要領 

   a 導管明示テープ 

項目 内容 

１ ） 間隔 1.5ｍ以内 

２ ） 巻き 方  テープを 重ねて管円周上に１ 重半から ２ 重巻き し 、 貼り

付ける 

３ ） 止め方 貼り 付け 

４ ） 巻き 付け作業 工事現場 
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ｂ 埋設標識シート  

項目 内容 

１ ） 使用区分 ガス管埋設深さ が、 0.8ｍ以上の場合は、 各圧共通を 使用 

0.8ｍ未満の場合は、 浅埋用を 使用 

２ ） 敷設枚数 管路上にガス管と 平行に 1 枚を 連続埋設 

ただし 、 400Ａ 以上の場合は、 2 枚並べて連続埋設 

３ ） 埋設位置 ガス管直上の 0.3ｍ以上かつ路盤底部の下方 0.2ｍ以上の位置 

ただし 、 現地状況により 路盤底部の下方 0.2ｍ以上を 確保でき

ない場合は、 ガス管と 0.3ｍ以上離し たう えで路盤底部と 路盤

底部下方 0.2ｍの間の位置に埋設 

なお、 ガス管直上 0.3ｍの位置が路盤内に入る場合は、 路盤底

部に埋設 

※ガス管の埋設深さ が大き い場合は道路表面最小 0.8ｍの位置

まで近づけてよい 

４ ） その他 ・ ガス管を コ ンク リ ート 、 鉄板等で防護し た場合、 防護工の上

に埋設標識シート 防護用を 敷く  

・ 他工事立会の際、 露出し た本支管について、 必要に応じ て埋

設標識シート を お渡し し 、 設置を 依頼をし ている 

 

 

 

１ ０ ． ガス（ 伊丹産業株式会社）  

（ １ ） 対象  

   全ての本管および支管（ 既設管についても 同様）  

 

（ ２ ） 埋設標示テープの仕様 

項目 内容 

１ ） 材質 塩化ビニール 

２ ） テープ寸法 幅 30 ㎜又は 50 ㎜ ⻑ さ 20m 

３ ） テープ形式 粘着テープ（ 中圧用、 低圧用）  

４ ） 色 生地色： 緑 印字色： 黒 

５ ） 印字・ デザイ ン 伊丹産業㈱ 西暦表示（ 既設管は西暦年記載なし ）  

圧力区分によ り 、「 中圧ガス管」「 低圧ガス管」  

既設管は埋設年を 記載し ない 

６ ） 設置位置・ 埋設方法 a.２ ｍ以下の間隔で巻き 付ける 

b.管円周方向に巻く  

c.工事現場又はヤード 内 

d.他工事による露出管は可能な限り （ 埋設年記載なし ）  
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  （ 例： 埋設標示テープ）  

   

 

（ ３ ） 埋設標示シート  

項目 内容 

１ ） 材質 ポリ エチレン（ 2 倍折込）  

２ ） テープ寸法 幅 150 ㎜ ⻑ さ 50ｍ 

４ ） 色 生地色： 緑 印字色： 黒 

５ ） 印字・ デザイ ン 「 ガス管注意」 立会を 求める よう 印字 

６ ） 設置位置・ 埋設方法 原則、 管上 30 ㎝ 

ただし 、 埋設深度が 1.5ｍを 超える場合は、 地表面よ り  

1.0ｍ程度の位置 

 

  （ 例： 埋設標示シート ）  
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